
14出所：再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク検討小委・資料１（2017年12月18日）
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既存系統の徹底活用！



出所：再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク検討小委・資料１（2018年8月29日） 16



出所：再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク検討小委・資料１（2018年8月29日）

17配電はユーティリティビジネス展開のプラットフォーム



出所：再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク検討小委・資料１（2019年4月22日）
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最適な系統増強！



地球温暖化対策の基本構造

人間の欲求

人間活動

エネルギー・物質・情報／人間活動

CO2排出／エネルギー・物質・情報

CO2濃度／CO2排出

気温上昇／GHG濃度

気候変動影響被害／気温上昇

残余の気候変動影響被害

社会構造・ライフスタイル変化

エネルギー効率改善
物質利用効率改善

エネルギーの低炭素化
物質生産の低炭素化
＋情報生産の低炭素化

CO2回収・貯留

植林、直接空気回収（DAC）

気候制御（太陽放射管理等）

各種気候変動への適応

緩和策
（排出削減策）

適応策

気候工学的手法
（ｼﾞｵｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

出所：山地憲治（2006）「エネルギー・環境・経済システム論」岩波書店に加筆

各種対策の特徴を踏まえながら、
総合的なリスクマネジメントが重要

人為起源CO2以外
のGHG排出

ソサエティ5.0
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情報による物質・エネルギー代替
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各シナリオのCO2排出量推移（～2300年）

- いずれの排出経路をとっても、長期的（2100年以降）にはCO2ゼロ排出は必要
- 一方、2050年頃にかけては、2℃目標としても、気候感度の不確実性で許容される世界排出量に

は大きな幅が生じる。不確実性を適切にマネージメントしながら、長期的に必要となる正味ゼロ
CO2排出に近い要求を満たすような技術、社会のイノベーションを進める必要あり。

出典）MAGICC、DNE21+を用いてRITEにて試算
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出所：右上に マークがあるスライドは全て秋元圭吾（ＲＩＴＥ）作成（以下同様）
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将来社会経済シナリオ（SSP）と２℃目標の関係性

SSPベースライン

2℃目標 （>66%、>50%）

‐ベースライン（社会経済の動向）の方が圧倒的に大きな不確実性あり。
‐ベースライン（炭素価格ゼロ以下）をいかに低い排出量に導けるか（それに寄与する技術）
は大変重要。

SSP: Shared Socioeconomic Pathways
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